
学校番号

No. 分類
① 教科書
② 自作教材
③
④
⑤
⑥
⑦

特記事項 ⑧
⑨
⑩
⑪

A

B

C

D

E

学
期 期間
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時間
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評
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４月・５月

5
4
3
2
1

５月・６月

5
4
3
2
1

８月・９月

5
4
3
2
1

１０月・
１１月前半

①
②

情報技術と社
会 12

A
B
C
D

授業態度
実習課題
プレゼンテーション
小テスト
プリント等提出物

5
4
3
2
1

１１月後半
・１２月

①
②

問題解決のた
めのコン
ピュータ活用

12

A
B
C
D

授業態度
実習課題
プレゼンテーション
小テスト
プリント等提出物

5
4
3
2
1

１月
①
②

アルゴリズム
の基礎知識

6

A
B
C
D

授業態度
実習課題
小テスト
プリント等提出物

5
4
3
2
1

科目 必修／選択 単位数 指導学年
教科書・副読本・問題集

教材名

令和３年度　情報 2001

情報 情報の科学β 選択 1 第３年次
後期
最新 情報の科学 新訂版
プリント

教科

学習の到達目標
情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解するとともに、情報と情報技術を問題の発見と解決に
効果的に活用するための科学的な考え方を習得し、情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度
を身につける。

教科からのメッセージ（学習方法 等）
講義と実習を行い、小テスト、課題、実習への取り組みで評価し、中間考査や期末
考査は行いません。実習では情報機器の操作だけでなく、コミュニケーション能力
の育成のため、グループワークを行います。

「情報の科学α」（前期）と「情報
の科学β」（後期）のどちらか一
方のみの選択も可。

学習評価（評価規準と評価方法）
観点 観点の趣旨 主な評価方法

関心・意欲・態度
情報社会を支える情報や情報技術の役割や影響に関心をもち、身のまわりの問題を解決するために、情
報及び情報技術を活用し、情報社会の発展に主体的に寄与しようとする。

授業態度、ふりかえり、実習課題等

思考・判断・表現
情報社会を支える情報や情報技術の役割や影響及び身のまわりの問題を解決するために情報及び情報
技術を活用することについて、科学的な考え方を生かし、思考を深め、適切に判断し表現している。

小テスト、プレゼンテーション等

技能
情報及び情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための技能を身に付け、効果的に活用してい
る。

実習課題、プレゼンテーション等

知識・理解
情報及び情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための知識を身につけ、情報社会を支える情
報と情報技術の役割や影響を理解している。

実習課題、小テスト等

問題解決実習

アルゴリズム
(ABCD)
プログラミング
(ABCD)

アルゴリズムの基本的な考え方を理解
し、それをもとに簡単なプログラミングが
できる。(ABCD)

講義と実習

年間（学期間）指導計画

学習内容 単元目標（CAN-DO)／単元（題材）の評価規準 主な学習活動

前
期

後
期

情報社会と技術
(ABCD)

情報社会で使われている技術とその影
響について理解するとともに、課題を見
い出すことができる。(ABCD)

講義と実習

問題解決(ABCD) コンピュータを活用して問題を解決するた
めにグループで取り組むことができる。
(ABCD)


